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青
葉
若
葉
の
み
ぎ
り
、
皆
様
に

は
ま
す
ま
す
御
健
勝
の
ほ
ど
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
十
二
月
に
は
沼
農
会
及
び

同
窓
生
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力

に
よ
り
同
窓
生
会
館
兼
生
活
館
が

完
成
い
た
し
ま
し
た
。
早
速
、
部

活
動
を
中
心
に
合
宿
等
で
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後
、

教
育
活
動
の
質
の
向
上
に
大
き
な

役
割
を
果
た
す
で
あ
ろ
う
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
校
は
昨
年
、
創
立

百
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
伝
統

校
と
し
て
今
後
の
発
展
、
永
続
の

た
め
に
は
、
守
り
続
け
る
べ
き
も
の

を
守
り
な
が
ら
、
時
代
に
合
わ
せ

た
変
革
も
怠
ら
な
い
、
こ
の
よ
う

な
学
校
経
営
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
校
舎
正
面
玄
関
脇

に
あ
る
石
碑
に
は
、
伝
統
な
き
創

造
は
盲
目
的
で
あ
り
、
創
造
な
き

伝
統
は
空
虚
で
あ
る
と
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。こ
れ
は
昭
和
五
十
七
年
、

当
時
の
同
窓
会
長
山
田
晴
美
氏
の

発
案
で
完
成
し
た
石
碑
で
、
ま
さ

に
本
校
の
在
り
方
を
示
唆
し
て
い

る
も
の
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　
伝
統
を
守
り
変
革
を
遂
げ
て
い

く
た
め
に
は
、
ま
ず
は
受
け
継
ぐ

べ
き
も
の
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
何
を
受
け
継
い
で
い

く
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
そ
し
て
、
日
常
的
に

業
務
改
善
な
ど
の
小
さ
な
変
化
を

絶
え
ず
導
入
し
つ
つ
、
他
方
、
大

き
な
変
革
を
行
う
と
き
に
は
、
心

し
て
充
分
な
時
間
を
か
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
本
校
は
創
立
当
初
か
ら
、
地
域

を
愛
し
、
地
域
で
活
躍
す
る
人
材

の
育
成
を
掲
げ
、
生
徒
の
可
能
性

を
信
じ
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
を
大

切
に
す
る
教
育
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
各
界
で
活
躍
す
る

多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
今
で
も
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
伝

統
と
し
て
守
り
続
け
る
と
と
も

に
、
変
革
の
基
点
と
す
べ
き
も
の

で
あ
り
ま
す
。
本
校
で
は
四
年
前

に
、
そ
れ
ま
で
の
講
義
形
式
の
授

業
形
態
を
変
え
、
コ
の
字
型
の
体

形
及
び
四
人
グ
ル
ー
プ
で
の
学
び

合
い
を
基
本
と
し
た「
学
び
の
共
同

体
」
に
よ
る
学
習
方
法
を
導
入
し

ま
し
た
。
学
び
の
共
同
体
は
、
す

べ
て
の
生
徒
の
学
び
の
権
利
と
高

い
レ
ベ
ル
の
学
び
へ
の
挑
戦
を
保
障

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

さ
ら
に
生
徒
の
学
習
意
欲
の
喚
起

と
学
校
の
特
色
化
を
期
待
す
る
も

の
で
す
。
よ
り
完
成
度
を
高
め
、

本
校
の
状
況
に
合
う
よ
う
修
正
を

加
え
な
が
ら
今
後
も
継
続
し
て
取

組
む
つ
も
り
で
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
、
沼
津
特
別
支

援
学
校
愛
鷹
分
校
が
本
校
の
校
舎

の
一
部
を
利
用
し
て
開
校
し
ま
し

た
。
普
通
科
高
校
に
通
う
生
徒
と

特
別
支
援
学
校
に
通
う
生
徒
と
が

交
流
を
す
る
な
か
で
、
共
に
学
び

共
に
成
長
す
る
共
生
教
育
の
実
現

を
目
指
し
て
新
た
な
実
践
が
始
ま

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
実
践
は
、
本
校
が

守
り
続
け
て
き
た
、
生
徒
の
可
能

性
を
信
じ
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
を

大
切
に
す
る
教
育
を
更
に
発
展
さ

せ
る
契
機
に
な
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
本
校
の
地
域

に
お
け
る
信
頼
が
確
固
た
る
も
の

と
な
る
よ
う
期
待
を
し
て
い
ま
す
。
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 「
伝
統
と
創
造
」

　
私
達
の
高
校
は
、
明
治
三
十
五
年

四
月
開
校
以
来
、
校
名
や
教
育
課

程
の
変
遷
を
経
て
今
日
に
至
っ
て

お
り
ま
す
が
、
平
成
二
十
五
年
四

月
か
ら
静
岡
県
立
沼
津
特
別
支

援
学
校
愛
鷹
分
校
が
併
設
さ
れ
、

新
た
な
高
校
と
し
て
、
百
十
一
年

目
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
五
年
四
月
八
日
、
春

の
暖
か
な
日
差
し
の
な
か
、
城
北

高
校
在
校
生
全
員
が
参
加
し
て
、

愛
鷹
分
校
の
開
校
式
と
新
入
生

十
八
名
の
入
学
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
私
は
、
守
山
こ
と
み
さ
ん
の
素

直
で
清
々
し
く
心
に
響
く
入
学

生
宣
誓
に
感
動
し
ま
し
た
。
そ
の

宣
誓
は
、
二
つ
の
夢
の
実
現
に
、

高
等
部
を
卒
業
し
て
「
人
の
役
に

立
つ
仕
事
が
し
た
い
」
そ
し
て

「
一
人
暮
ら
し
を
し
た
い
」
そ
の

た
め
に
、「
大
き
な
声
で
話
せ
る

よ
う
に
」
と
「
自
分
で
出
来
る
こ

と
は
自
分
で
す
る
」
と
誓
わ
れ
、

文
化
祭
や
体
育
際
な
ど
城
北
高

校
の
生
徒
と
の
交
流
も
楽
し
み

に
し
て
い
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
宣
誓
に
在
校
生
も
応
え
、
大

い
に
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
い
ま
す
。

　
私
は
守
山
さ
ん
の
宣
言
か
ら
、

あ
る
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

人
間
の
究
極
の
幸
せ
は
四
つ
で
、

一
つ
は
愛
さ
れ
る
こ
と
、
二
つ

は
褒
め
ら
れ
る
こ
と
、
三
つ
は

人
の
役
に
立
つ
こ
と
、
四
つ
は

人
に
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
。
褒

め
ら
れ
、
人
の
役
に
立
つ
こ
と

は
自
分
自
身
と
社
会
に
と
っ
て

大
事
な
こ
と
で
す
。

　
今
、
私
達
を
取
り
巻
く
社
会

環
境
や
人
の
心
は
様
々
に
変
化

し
ま
す
が
、
四
つ
の
事
柄
は
最

も
大
切
に
し
た
い
も
の
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　
我
が
母
校
百
十
年
の
歴
史
と

伝
統
校
と
し
て
の
城
北
高
校
は
、

愛
鷹
分
校
の
併
設
で
地
域
社
会

の
「
共
に
学
び
、
共
に
生
き
る
」

共
生
･
共
育
の
推
進
を
果
た
す

大
き
な
使
命
を
持
つ
こ
と
で
あ

り
、
新
生
沼
津
城
北
高
校
の
更

な
る
発
展
を
期
待
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
同
窓
生
の
皆
様
、
創
立
百
十

周
年
記
念
事
業
と
し
て
取
り
組

ん
で
参
り
ま
し
た
同
窓
会
館
と

在
校
生
の
研
修
や
合
宿
所
と
し

て
の
「
城
北
館
」
が
、
財
団
法

人
愛
鷹
山
組
合
記
念
沼
農
会
と

同
窓
会
の
ご
支
援
で
完
成
致
し

ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
学
年
同
窓
会

や
ク
ラ
ス
会
等
で
ご
利
用
さ
れ

ま
す
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

　
駿
東
農
林
･
沼
農
･
北
部
･

城
北
高
校
を
卒
業
さ
れ
ま
し
た

皆
様
、
岡
一
色
で
の
青
春
の
三

年
間
を
思
い
出
さ
れ
、
こ
れ
か

ら
も
沼
津
城
北
高
校
並
び
に
同

窓
会
に
、
ご
支
援
ご
協
力
を
お

願
い
申
上
げ
ま
す
。

日　　　  時	 平成25年７月13日（土） 
	  午前11時
場　　　  所	 沼津城北高校城北館
同 窓 会 総 会	 午前11時〜 11時30分
昼  食  会	 午前11時30分〜 12時
城北館見学会	 午前12時〜 12時30分
会　　　  費	 2,000円

同 窓 会 総 会 御 案 内

校　長
酒 井 　 行 男

 

「
共
に
学
び･

共
に
生
き
る
新
た
な
百
十
一
年
！
」

同窓会長
渡 辺 　 忠 昭

静岡県立沼津城北高等学校
同窓会ホームページ
http://www.matsugao.com

…………………………………………
ご連絡は〈お問い合せ〉より
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▲ 城北館１階平面図▲ 城北館２階平面図

　
平
成
24
年
12
月
11
日
、
生
活
館
兼
同
窓
会
館
、
城
北
館
の

落
成
式
と
内
覧
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。建
設
工
事
が
始
ま
っ

た
頃
か
ら
、
完
成
後
は
同
窓
生
の
皆
様
の
絆
を
深
め
る
場
と

し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
教
育
活
動
の
一
層
の
充

実
の
た
め
、
有
効
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。創
立
110
周
年
を
記
念
し
て
、
財
団
法
人
愛
鷹
山
組
合

記
念
沼
農
会（
山
本
一
喜
理
事
長
）の
格
段
の
ご
支
援
に
よ

り
、同
窓
会
館
と
併
せ
た
、在
校
生
の
研
修
、合
宿
施
設
と
し

て
の
城
北
館
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。城
北
館
の
完
成
後
は
静

岡
県
へ
寄
贈
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

城
北
高
校
の
長
く
輝
か
し
い
歴
史
に
、
ま
た
ひ
と
つ
新
た
な

歴
史
が
刻
み
こ
ま
れ
ま
し
た
。在
校
生
に
は
、
城
北
館
を
部

活
動
等
の
合
宿
や
会
議
な
ど
、
有
意
義
に
使
っ
て
も
ら
い
、

様
々
な
経
験
を
し
て
充
実
し
た
高
校
生
活
を
お
く
る
糧
に

し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
城
北
高
校
で
の
落
成
式
と
内
覧
会
の
後
、
沼
津
市
民
文
化

セ
ン
タ
ー
で
記
念
式
典
及
び
芸
術
鑑
賞
教
室
が
行
わ
れ
ま

し
た
。財
団
法
人
愛
鷹
山
組
合
記
念
沼
農
会
様
と
足
高
観
光

開
発
株
式
会
社
様
に
は
、
城
北
高
校
へ
の
多
大
な
る
功
績
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。110
周
年
を
振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド

上
映
で
は
、
長
く
素
晴
ら
し
い
歴
史
に
思
い
出
を
馳
せ
な
が

ら
鑑
賞
し
ま
し
た
。そ
し
て
城
北
高
校
生
で
あ
る
誇
り
を
胸

に
校
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

　
記
念
芸
術
鑑
賞
教
室
で
は
、「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ

ト
」を
鑑
賞
し
、
運
命
に
翻
弄
さ
れ
る
二
人
の
恋
愛
に
心
が

騒
ぎ
ま
し
た
。創
立
110
周
年
の
記
念
式
典
は
多
く
の
人
の

格
別
の
理
解
と
協
力
の
も
と
滞
り
な
く
挙
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
情
熱
を
持
っ
て
ご
指
導
下
さ
い
ま
し
た
諸
先

生
方
、
先
輩
の
皆
様

を
は
じ
め
同
僚
並
び

に
多
く
の
後
輩
が
、

『
自
分
を
発
掘
せ
よ
・

自
分
を
偽
る
な
・
あ

す
の
た
め
に
鍛
え

よ
』の
校
訓
を
実
践

し
て
、
静
岡
県
立
沼

津
城
北
高
等
学
校
110

周
年
の
礎
を
築
い
て

来
ま
し
た
。
城
北
高

校
の
教
育
実
践
を
理

解
し
、
協
力
し
て
く

れ
た
全
て
の
皆
様
に

感
謝
し
た
い
で
す
。

▲ 110周年記念式典同窓会長挨拶

▲ 110周年記念式典校歌斉唱

▲ 城北館2階

▲ 城北館外観

▲ 城北館テープカット

▲ 城北館1階

▲ 城北館除幕式

創立110周年記念式典・
　　　　　　　 「城北館」落成式・内覧会

玄関

１F 宿泊室

洗面所 食堂

浴室

勝手口

トイレ

鉄骨２階建て
総面積　469,49㎡

バルコニー　18,47㎡

１階
１F 宿泊室、食堂、浴室、
トイレ、洗面所、教員室

２階
２F 宿泊室、 

トイレ、洗面所、教員室

教員室

２F 宿泊室

ベランダ教員室

洗面所

トイレ
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氏
　
名	

卒
業
年
次

広
瀬
　
君
之	

昭
27
農

古
沢
　
秋
信	

昭
21

新
井
　
　
萌	
平
24

梅
田
　
兼
男	
昭
21

加
々
見
勝
八
郎	

昭
35
園

西
川
　
久
雄	

昭
28
農

渡
辺
　
忠
昭	

昭
42
園

廣
瀬
　
光
晴	

平
３
普

鈴
木
　
幸
治	

昭
21

内
田
　
逸
雄	

昭
30
園

渡
辺
　
　
正	

昭
26
農

山
田
　
榮
一	

昭
35
園

内
田
　
　
健	

昭
39
園

堀
池
　
忠
志	

昭
19

大
庭
　
茂
利	

昭
37
園

長
田
　
大
和	

平
17
普

山
田
　
誠
治	

平
17
普

久
保
田
正
直	

昭
21

勝
又
　
美
亘	

昭
34
農

二
村
　
　
守	

昭
17

杉
山
　
隼
斗	

平
24
普

土
屋
　
計
身	

昭
38
園

渡
辺
　
清
吾	

昭
28
農

小
野
　
洋
平	

平
18
普

山
本
　
一
喜	

昭
29
園

杉
本
　
佳
子	

昭
63
普

川
畑
　
友
則	

平
18
普

古
泉
　
榮
一	

昭
21

大
沼
　
　
茂	

昭
27
定
農

船
山
　
芳
乃	

昭
45
普

柏
木
　
善
仁	

昭
36
園

斉
籐
　
佑
介	

平
12
普

土
屋
　
末
幸	

昭
45
普

田
中
　
浩
明	

昭
59
普

西
原
　
篤
三	

昭
33
園

深
澤
　
貞
博	

昭
49
普

定 期 人 事 異 動
転 退 職 職 員

氏 　 　 　 名 職・教科 転  出  先

肥 田 　 宏 一 教頭・地歴公民 三島南高

菊 池 　 尚 志 事 務 長 東部看護専門学校

高 橋 　 英 樹 国 語 伊豆総合高

桑 原 　 清 春 国 語 沼津商高

海 老 原 　 淳 数 学 大岡中

松 下 　 貴 子 英 語 新居高

長 田 　 貴 明 数 学 沼津工高（定）

橋 本 　 　 至 理 科 伊東高（分校）

村 松 史 律 子 英 語 三島南高

佐 藤 　 和 雄 芸 術 退職

秋 山 　 尚 志 情 報 退職

芹 澤 喜 代 子 臨時事務職員 退職

荒 瀬 　 初 恵 学校カウンセラー 退職

転 入 職 員

氏 　 　 　 名 職・教科 旧  所  属

山 田 　 　 直 教 頭・ 社 会 清水中

渡 邉 　 潤 一 事 務 長 稲取高

山 本 　 　 滋 国 語 沼津市立高

木 村 　 　 幹 数 学 三島南高

大 胡 田 　 裕 英 語 沼津西高

小 林 　 和 浩 英 語 富士高（定）

西 川 　 知 子 学校カウンセラー 河津町小中

非 常 勤 職 員

氏 　 　 　 名 教　　科　　　　　

杉 山 　 文 元 　　　　国語

柳 原 　 花 子 　　　　地歴公民

西 橋 　 大 祐 　　　　数学

藤 井 　 孝 子 　　　　理科（生物）

平 山 菜 穂 子 　　　　理科（生物）

◎
収
入
の
部

科　　目 予算額（Ａ） 決算額（Ｂ） 比較増減額（B-A） 備　　　考
会 費 徴 収 1,416,000 1,442,400 26,400
　会 費 徴 収 1,416,000 1,442,400 26,400 @2,400円×601人
事 業 収 入 700,000 700,000 0
　同窓会名簿 700,000 700,000 0 名簿売り上げ
　会報諸収入 0 0 0
　そ　の　他 0 0 0
雑　収　入 200,209 120,116 △ 80,093
　受 取 利 息 209 116 △ 93 預金利息
　総会負担金 200,000 120,000 △ 80,000 総会参加者会費
　雑　収　入 0 0 0
繰　越　金 1,063,291 1,063,291 0
　繰　越　金 1,063,291 1,063,291 0 前年度繰越金
繰　入　金 1,500,000 1,791,274 291,274
　繰　入　金 1,500,000 1,791,274 291,274 同窓会積立金より

合　　計 4,879,500 5,117,081 237,581

◎
収
入
の
部

科　　目 本年度予算額（A） 昨年度予算額（B） 比較増減額（A-B） 備　　　考
会 費 徴 収 1,296,000 1,416,000 △ 120,000
　会 費 徴 収 1,296,000 1,416,000 △ 120,000 @2,400円×540人
事 業 収 入 0 700,000 △ 700,000
　同窓会名簿 0 700,000 △ 700,000
　会報諸収入 0 0 0
　そ　の　他 0 0 0
雑　収　入 200,553 200,209 344
　受 取 利 息 553 209 344 預金利息
　総会負担金 200,000 200,000 0 総会参加者会費
　雑　収　入 0 0 0
繰　越　金 1,226,447 1,063,291 163,156
　繰　越　金 1,226,447 1,063,291 163,156 前年度繰越金
繰　入　金 1,463,000 1,500,000 △ 37,000
　繰　入　金 1,463,000 1,500,000 △ 37,000 同窓会積立金より

合　　計 4,186,000 4,879,500 △ 693,500

◎
支
出
の
部

科　　目 本年度予算額（A） 昨年度予算額（B） 比較増減額（A-B） 備　　　考
会　務　費 390,000 540,000 △ 150,000
　会　議　費 200,000 350,000 △ 150,000 役員会
　事 務 局 費 0 0 0
　旅費交通費 10,000 10,000 0
　通　信　費 5,000 5,000 0 役員会通知郵券
　慶　弔　費 150,000 150,000 0 香料、祝儀、餞別
　需　用　費 5,000 5,000 0 封筒、ファイル等
　備　品　費 0 0 0
　雑　　　費 20,000 20,000 0
事　業　費 1,540,000 1,840,000 △ 300,000
　総　会　費 0 0 0
　報　償　費 80,000 80,000 0 講演会講師謝金
　指導奨励費 400,000 400,000 0 部活動県大会以上
　通　信　費 5,000 5,000 0 郵便料
　使　用　料 5,000 5,000 0
　消 耗 品 費 150,000 150,000 0 証書ホルダー等
　広　報　費 50,000 200,000 △ 150,000 学校広報等
　人　件　費 850,000 1,000,000 △ 150,000 同窓会事務職員
会報発行費 1,720,000 1,775,000 △ 55,000
　会報作成費 1,700,000 1,700,000 0 会報印刷
　通　信　費 10,000 5,000 5,000
　編　集　費 10,000 70,000 △ 60,000 会議経費
同窓会名簿費 516,000 700,000 △ 184,000
　同窓会名簿費 516,000 700,000 △ 184,000
予　備　費 20,000 24,500 △ 4,500
　予　備　費 20,000 24,500 △ 4,500

合　　計 4,186,000 4,879,500 △ 693,500

※科目間の流用を認める。

＊＊　平成24年度 静岡県立沼津城北高等学校同窓会  一般会計決算書　＊＊
　   収入総額  5,117,081円　支出総額  3,890,634円　差引残額  1,226,447円（次年度へ繰越）

（単位：円）

＊＊  平成25年度  静岡県立沼津城北高等学校同窓会  一般会計予算書（案）  ＊＊
　  収入総額  4,186,000円　支出総額  4,186,000円　差引残額  0円

（単位：円）

上記のとおり報告します。
　　平成25年３月31日	 平成24年度　静岡県立沼津城北高等学校同窓会一般会計
	 会　長　　渡辺　忠昭
監査報告
上記の決算について、証拠書類・出納簿を精査したところ、適正かつ正確に処理さ
れていることを認めます。
　　平成25年４月17日	 平成24年度　静岡県立沼津城北高等学校同窓会一般会計
	 監　事　　渡邉　　勝　　勝又　美亘

積立金

23年度積立金 24年度利息 24年度同窓会
繰入金

創 立110周 年    
記念事業実行
委員会繰入金

24年度残金

7,953,223 2,205 1,500,000 2,000,000 4,455,428

◎
支
出
の
部

科　　目 予算額 流用増減額 予算現額（Ａ） 決算額（Ｂ） 比較増減額（A-B） 備　　考
会　務　費 540,000 0 540,000 273,461 266,539
　会　議　費 350,000 0 350,000 170,926 179,074 役員会
　事 務 局 費 0 0 0 0 0
　旅費交通費 10,000 0 10,000 0 10,000
　通　信　費 5,000 0 5,000 2,535 2,465 役員会通知郵券
　慶　弔　費 150,000 0 150,000 100,000 50,000 餞別・香料・祝儀
　需　用　費 5,000 0 5,000 0 5,000
　備　品　費 0 0 0 0 0
　雑　　　費 20,000 0 20,000 0 20,000
事　業　費 1,840,000 0 1,840,000 1,430,065 409,935
　総　会　費 0 0 0 0 0
　報　償　費 80,000 0 80,000 0 80,000
　指導奨励費 400,000 0 400,000 328,000 72,000 部活動  県大会以上
　通　信　費 5,000 0 5,000 0 5,000
　使　用　料 5,000 0 5,000 0 5,000
　消 耗 品 費 150,000 0 150,000 107,460 42,540 証書ホルダー
　広　報　費 200,000 0 200,000 0 200,000
　人　件　費 1,000,000 0 1,000,000 994,605 5,395 同窓会事務職員
会報発行費 1,775,000 8,000 1,783,000 1,668,108 114,892
　会報作成費 1,700,000 0 1,700,000 1,659,928 40,072 会報印刷代
　通　信　費 5,000 8,000 13,000 8,180 4,820
　編　集　費 70,000 0 70,000 0 70,000
同窓会名簿費 700,000 0 700,000 519,000 181,000
　同窓会名簿費 700,000 0 700,000 519,000 181,000 名簿発行費
予　備　費 24,500 △ 8,000 16,500 0 16,500
　予　備　費 24,500 △ 8,000 16,500 0 16,500

合　　計 4,879,500 0 4,879,500 3,890,634 988,866
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氏名 性別 部活 県大会の結果・東海大会以上の結果

梅原　　駿 男 レスリング部 県高等学校総合体育大会レスリング競技84kg級フリー　第1位
県高校生レスリング選手権大会84kg級フリー　第1位
グレコローマン　第2位
県新人レスリング大会84kg級　第1位
東海高等学校体育大会レスリング競技84kg級フリー　第1位
全国高等学校総合体育大会レスリング競技84kg級　出場
全国高校生グレコローマンスタイル選手権大会84kg級　出場
国民体育大会レスリング競技少年フリー 84kg級　第3位
全国選抜レスリング大会東海地区予選会84kg級　第2位
全国選抜レスリング大会84kg級　出場

木村　　魁 男 レスリング部 県高等学校総合体育大会レスリング競技74kg級
グレコローマン　第3位

山下　哲成 男 レスリング部 県新人レスリング大会55kg級　第2位
全国選抜レスリング大会東海地区予選会55kg級　出場

山﨑　直人 男 レスリング部 県高等学校総合体育大会レスリング競技66kg級フリー　第3位
県高校生レスリング選手権大会グレコローマン66kg級　第3位
県新人レスリング大会66kg級　第3位
全国選抜レスリング大会東海地区予選会66kg級　出場

鈴木　佑真 男 レスリング部 県高校生レスリング選手権大会フリー 55kg級　第3位

田中　　良 男 レスリング部 県高等学校総合体育大会レスリング競技84kg級
グレコローマン第2位・フリー　第3位
県高校生レスリング選手権大会
グレコローマン84kg級　第1位・フリー　第3位
東海高等学校体育大会レスリング競技84kg級
フリー・グレコローマン　出場
全国高校生グレコローマンスタイル選手権大会84kg級　出場

林　　敏生 男 囲碁・将棋部 静岡県高等学校将棋選手権県大会団体戦1回戦　出場
静岡県高等学校将棋新人戦県大会1回戦　出場

山本康司郎 男 囲碁・将棋部 静岡県高等学校将棋選手権県大会団体戦1回戦　出場

森　　祐二 男 囲碁・将棋部 静岡県高等学校将棋選手権県大会団体戦1回戦　出場
個人戦1回戦　出場

栂根　瑞希 女 芸術部 国際高校生選抜書道展　入選

松岡　桃代 女 芸術部 国際高校生選抜書道展　秀作賞

槙尾　智美 女 芸術部 全日本高等学校書道コンクール　優良賞

千須和麻美 女 芸術部 静岡県高等学校書道展入選
全日本高等学校書道コンクール　優良賞

佐藤　　葵 女 芸術部 全日本高等学校書道コンクール　優秀賞

稲　　真琴 女 芸術部 静岡県高等学校書道展入選
全日本高等学校書道コンクール　優良賞

植松　加奈 女 芸術部 全日本高等学校書道コンクール　
全日本高等学校書道教育研究会賞

中野　美咲 女 芸術部 国際高校生選抜書道展　入選

土屋　勝雄 男 陸上競技部 静岡県高等学校新人陸上競技大会　男子円盤投げ
男子ハンマー投げ　出場　投擲ブロック
静岡県高等学校新人陸上大会　男子砲丸投げ　出場

羽切　　豊 男 陸上競技部 予選敗退　長距離ブロック
高校総体男子800m県大会　出場

部 活 動 成 績

緑の文字は東海大会以上の結果

弓道部
　＜静岡県高等学校新人弓道大会団体戦　出場＞
	 男	 �加藤　凛一、山本　真聖（一級）、北詰　純一、後藤　翔太、鈴木優之介、

三浦河南瑠、大倉　孝之、星　　怜雅
	 女	� 眞野　　遥、青野麻利亜、新井　瑞葵、佐々木遥菜、杉山　詩織、西村　美紀、

髙木香菜子、奥脇由季子、杉山　理紗、髙木美菜子、弓納持綾乃

　＜静岡県高等学校新人弓道大会個人　出場＞
	 男	 北詰　純一、後藤　翔太、鈴木優之介
	 女	 青野麻利亜、佐々木遥菜、杉山　詩織、西村　美紀、杉山　理紗、弓納持綾乃

　＜インターハイ団体　出場＞
	 女	� 杉山　詩織、西村　美紀、髙木香菜子、杉山　理紗、弓納持綾乃、勝又　玲奈、

河田　彩音

　＜インターハイ個人　出場＞
	 男	 北詰　純一、後藤　翔太
	 女	 杉山　詩織

　＜インターハイ国体選考会＞
	 女	 西村　美紀（個人４位）

剣道部
　＜高校総体県大会予選リーグ　出場＞
	 男	� 鈴木　敦也、岡田　奎哉、手綱　大将、伊藤　悠真、飯塚　壮志、石間　慎也、

藤ヶ谷健作

　＜高校新人戦県大会予選リーグ　出場＞
	 男	� 鈴木　敦也、加藤　滉己、岡田　奎哉、伊藤　悠真、飯塚　壮志、石間　慎也、

渡邉　佑太

　＜高校新人戦県大会男子個人戦＞
		  岡田　奎哉（２回戦　出場）、伊藤　悠真（１回戦　出場）

男子テニス部
　＜静岡県高等学校総合体育大会テニス競技ダブルス　1回戦＞
		  久保田尚也、佐野　　透

　＜静岡県高等学校総合体育大会テニス競技団体戦　2回戦＞
		  髙野　翔也、久保田尚也、庄司　　匠、松尾　祐希、佐野　　透、加藤　　陸

女子テニス部
　＜新人戦団体（レギュラー）＞
		�  野中　麻友、大谷　英里、岩佐　梨加、寺嶋　美咲、柏木　真美、谷口　志織、

成川　　舞、宇野香穂理、藤本　梨奈

　＜県総体団体（レギュラー）＞
		  寺嶋　美咲、藤本　梨奈、一杉　美彩、朝倉　理沙、庄司　朝美、明石恵里佳

吹奏楽部
　＜管楽器個人・重奏コンテスト静岡県大会　打楽器四重奏　佳良賞＞
		  クラリネット　　　渡邉　美穂、木下　初美
		  パーカッション　　河治ゆりあ、阿部　瑞希

【合格先一覧】
国公立大学

学校名 人数
宇都宮大　　　 1
山形大　　　　 1
信州大　　　　 1
島根大　　　　 1
和歌山大　　　 1
静岡県立大　　　 1
広島市立大 1
都留文科大　　 1
奈良県立大　　 1
下関市立大 1

私立大学
学校名 人数

常葉大　　　　 19
神奈川大　　　 17
神奈川工科大　 14
東海大　　　　 12
拓殖大　　　　 8
日本大　　　　 8
湘南工科大　　 6
関東学院大　　 5

立正大　　　　 5
帝京大　　　　 4
帝京平成大　　 4
静岡英和学院大 3
静岡福祉大　　 3
玉川大　　　　 2
芝浦工大　　　 2
千葉科学大　　 2
専修大　　　　 2
鶴見大　　　　 2
東京福祉大　　 2
名古屋商大　　 2
青山学院大　 1
愛知工業大　　 1
嘉悦大　　　　 1
鎌倉女子大　　 1
関西大　　　　 1
亀田医療大　　 1
京都産業大　　 1
桐蔭横浜大　　 1
駒沢女大　　　 1
駒澤大　　　　 1
健康科学大　　 1
国際医療福祉大 1

山口東京理大　 1
産業能率大　　 1
駿河台大　　　 1
昭和大　　　　 1
人間環境大　　 1
ものつくり大　 1
静岡産業大　　 1
静岡理工科大　 1
千葉工大　　　 1
相模女子大　　 1
大阪電気通信大 1
中部大　　　　 1
帝塚山学院大　 1
東京家政大　　 1
東京都市大　　 1
東京農大　　　 1
日本医療科学大 1
日本社会事業大 1
日本福祉大　　 1
武蔵大　　　　 1
明星大　　　　 1
目白大　　　　 1
和光大　　　　 1
横浜薬大　　　 1
杏林大　　　　 1

短大
学校名 人数

大月短　　　　 1
小田原女短　　 7
鎌倉女大短大部 4
常葉大短大部　 4
東海大短大部　 4
日本大短大部　 3

専門学校（その他）
学校名 人数

沼津情報専 4
横浜fカレッジ 3
横浜ビューティーアート専 2
静岡県東部理容美容専 2
日本工学院八王子専 2
横浜リゾート＆スポーツ専 1
国際観光専（熱海）　　 1
山野美容専 1
静岡ビューティカレッジ 1
静岡県理容美容専 1
専・ルネサンスアカデミー 1
中央調理製菓専（静岡） 1
東京コミュニケーションアート専 1
東京ビューティアート専 1
日本工学院八王子専 1
武蔵野栄養専 1

専門学校（看護医療系）
学校名 人数

静岡県立東部看護専 4
静岡医療セ附静岡看護 3
沼津市立看護専 1
東京都立青梅看護専門学校 1
下田看護専 2
亀田医療技術専 1
甲府看護専 1
小田原高等看護専 1
富士リハビリテーション専 4
専・白寿医療学院 3
昭和医療技術専門学校 1
中央歯科衛生士調理製菓専 1
日本工学院八王子専 1
名古屋医専 1

公務員
自衛隊 1
沼津消防 1

企業など
株式会社　GABY 1
株式会社　サトウ商会 1
株式会社　ハニーズ 1
田村総業 1
東海旅客鉄道株式会社静岡支社 1
日本サーモセンサー株式会社 1

平成24年度  進路の概要


